
（様式２）  

健やか食育プロジェクト事業報告書 

 

健康福祉事務所名 龍野   

 

１ 食育推進体制の整備 

食育推進 

課題 

○管内２市２町のうち２市１町は高齢化率が県平均を上回っており、

65歳以上高齢者のうち要介護認定者数が占める割合も１市１町で県

平均より高い。 

○数年に渡り宍粟市内の短時間デイサービス利用者等に対しフレイル 

予防の健康教室を実施しているが、一時的なフレイルの知識の付与 

にとどまり行動変容に至るまでは確認できていない。教室の継続に 

加え、地域において栄養・食生活の情報提供・指導ができる人材育 

成や人材確保も重要な課題である。 

今年度の 

推進方策 

○高齢者の健康づくりに向けた食育の推進 

○フレイル対策を中心とした介護予防・介護度の重症化予防と地域生

活を支えるための関係機関・団体との連携 

成 果 

○対象者の身体状況を関係者と連携し把握することができた。関係者

に対し身体･健康状態把握を継続することの重要性を理解いただけ

た。 

○会議に生活支援コーディネーターにも出席してもらい地域高齢者の

食生活や食環境の実態・課題を共有することができた。リスクのあ

る人の困りごとやニーズに対し具体的な対策・支援方法を検討でき

た。（宍粟版フレイル予防レシピの提供、食支援に関わる職種への教育等） 

○前期高齢者やプレフレイル世代に対するフレイル予防の必要性につ 

いて関係者で共通認識できた。 

今後の 

方向性 

①地域の社会資源を活用し、高齢者に関わる職種に対するフレイル教

育を含めた事業を展開する。 

②宍粟版フレイル予防レシピの作成にあたっては、給食施設協議会や

近隣の栄養士会へ協力を呼びかけるとともに、プレフレイル世代へ

の啓発も推進する。 

 

２ 会議の開催状況 

実施日時 令和５年３月１６日（木）15:30～17:00 

参 集 者 
（団体数 

 及び人

数） 

宍粟市社会福祉協議会     ５人 

宍粟市健康福祉部 保健福祉課 １人 

龍野健康福祉事務所           ２人 

協議内容 

１ 報告「令和４年度食育実践活動について」 

２ 情報提供「兵庫県包括的フレイル対策推進事業について」         

３ 協議・情報交換                             

（１）各関係機関・団体のフレイル対策について                  

（２）次年度の食育実践活動について 

今後の 

方策 

○フレイル対策に関わる機関・団体を増やす。食の支援者に対し、フ

レイル教育を含めた他職種連携による事業を展開する。 

○前期高齢者、プレフレイル世代に対するアプローチ方法等について

関係機関と検討する。 

※会議の議事録、参集者名簿は別添のとおり。 



３ 食育実践活動の結果 

テーマ 食べて元気にフレイル予防 

対象及び 

参加者数 

宍粟市社会福祉協議会短時間通所介護サービス利用者、スタッフ等 

①波賀支部  利用者 ９名  スタッフ ２名 

②一宮支部  利用者 ７名  スタッフ ２名 

③千種支部  利用者 ９名  スタッフ ２名 

事業内容 

日時・場所 内  容 講師・運営スタッフ 

令和5年2月21

日(火) 

 

宍粟市社会福

祉協議会 

（波賀支部） 

メイプル福祉

センター 

【講話・演習】 

①フレイルチェック  

②３つのポイントでフレイル予防 

③食事でフレイル予防 

 ～たんぱく質を毎日意識して 

とりましょう 

④当日昼食のたんぱく質チェック 

 

龍野健康福祉事務所 

健康管理課 

管理栄養士 

令和5年2月21

日(火) 

 

宍粟市社会福

祉協議会 

（一宮支部） 

やすらぎ福祉

センター 

【講話・演習】 

①フレイルチェック  

②３つのポイントでフレイル予防 

③食事でフレイル予防 

 ～たんぱく質を毎日意識して 

とりましょう 

④当日昼食のたんぱく質チェック 

 

龍野健康福祉事務所 

健康管理課 

管理栄養士 

令和5年2月24

日(金) 

 

宍粟市社会福

祉協議会 

（千種支部） 

エーガイヤち

くさ 

【講話・演習】 

①フレイルチェック  

②３つのポイントでフレイル予防 

③食事でフレイル予防 

 ～たんぱく質を毎日意識して 

とりましょう 

 

 

龍野健康福祉事務所 

健康管理課 

管理栄養士 

成 果 

【成果】 

・対象者（宍粟市北部の要支援1，2の人）の身体状況を関係者と連携し

把握することができ、36％がやせであった。宍粟市北部３地域間で肥

満、やせの割合に特徴があることが分かった。 

・食生活で特に意識し実践してほしい「たんぱく質摂取」に焦点を絞っ 

た講座や、当日喫食する食事に含まれるたんぱく質チェックを行う 

ことで理解を深めることができた。講座後のデイサービス時、スタッ 

フによる「たんぱく質チェック」が始まった。 

【評価指標と目標値及び達成状況】 

・対象者の身体状況の把握 72.2％ 

・フレイル予防を啓発できる職種の増加 ミニデイ運営者４名 

今後の課題 
・フレイル予防に関わる人材育成。 

・高齢者に伝わりやすい講座や媒体の工夫・検討。 

※プログラム・資料は別添のとおり。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度健やか食育プロジェクト事業 

食べて元気にフレイル予防 

 
事業背景 

実践活動①～③ 

食べて元気にフレイル予防 

～たんぱく質をしっかりとりましょう～ 

対 象 

実施期間 

講座の内容 

宍粟市社会福祉協議会  

短時間通所介護サービス利用者、スタッフ等 

①波賀支部  利用者 ９人  スタッフ ２人 

②一宮支部  利用者 ７人  スタッフ ２人 

③千種支部  利用者 ９人  スタッフ ２人 

★資料配付（3 支部合計） 利用者 80 人 
 

令和５年２～３月 

①フレイルチェック  

②３つのポイントでフレイル予防 

③食事でフレイル予防 

  ～たんぱく質を毎日意識してとりましょう 

④（波賀、一宮のみ） 

  当日昼食のたんぱく質チェック 

○管内２市２町のうち２市１町は高齢化率が県平均を 

上回っており、65 歳以上高齢者のうち要介護認定者 

が占める割合も１市１町で県平均より高い。 

○地域において栄養・食生活の情報提供・指導ができる 

人材育成や人材の確保も重要な課題である。 

○高齢者の健康づくりに向けた食育の推進 

○フレイル対策を中心とした介護予防・介護度の重症化 

予防と地域生活を支えるための関係機関・団体との連携 

事業の目的 

【知って欲しいこと・実践して欲しいこと】 

・自分の体格を知る、・フレイル予防の知識を得る 

・たんぱく質の摂取を意識する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ミニデイサービス運営者との連携】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

食育講座の様子  

 実践活動③  

講話『高血圧を予防しよう！未来を守る減塩の話』 

 

日時 健やか食育推進会議 令和５年３月１６日（木） 

15:30～17:00 オンライン 

・運営者の協力によりミニデイサービス利用者の

72％の身長・体重を把握することができました。

36％にやせがみられました。 

・講座中は聞こえにくい、見えにくい方に対し、 

スタッフが寄り添い対象者の理解が深まるよう 

 お手伝いいただきました。後日、「講座後、利用者

と一緒に昼食のたんぱく質を毎回チェックしてい

ます。」「利用者から『資料を手元に置いて自宅で

も確認している。近所の人に講座内容を伝えた。』

と聞きました。」との報告がありました。 

出席者 宍粟市社会福祉協議会、宍粟市 計２団体６人 

【結果】 

・生活支援コーディネーターにも出席してもらい、地域高齢者の食生活

や食環境の実態・課題を共有することができた。リスクのある人の困

りごとやニーズに対し具体的な対策・支援方法を検討できた。 

（宍粟版フレイル予防レシピの提供、食支援に関わる職種への教育等） 

 

【今後に向けて】 

・地域の社会資源を活用し、高齢者に関わる職種に対するフレイル教育

を含めた事業を展開する。 

・前期高齢者、プレフレイル世代に対するアプローチ方法等について関

係機関と検討する。 

フレイルチェック 

配付資料 

・フレイル予防プログラム普及冊子（県作成） 

 

 

やせ, 

36%

ふつう, 44%

肥満, 

20%

対象者の身体状況（ｎ＝70人）

「フレイル」って言葉は 

聞いたことがあるけれど… 

・オリジナル媒体「たんぱく質をしっかりとりましょう」 


